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２０２６年度もよろしくお願いいたします！

今年度も引き続き、坂本・川崎・河合の３人で大浦会館に
います。どうぞよろしくお願いいたします。
大浦会館だけでなく、大浦地域の様々な場所でイベントや
公民館事業を行ないますので、ぜひご参加ください。

▼参加対象：小学生限定（親子で参加）の事業 ▼

・7/23『大浦の魚付き林と海辺の生き物観察会』→ 参加者 25名

・8/2『太陽電池を使って夏休みの工作をしよう』→ 参加者 24名

・8/6 『親子パン作り教室』→ 参加者 12名(8組)
・3/25『親子パン教室』→ 参加者 10名

・3/28『はじめての親子でボイトレ』→ 参加者 14名

▼ 参加対象：市内在住18歳以上の事業 ▼

・5/30 『さかなまるごと活用術』→ 参加者 10名

・6/25 『新茶を楽しもう』→ 参加者 15名

・7/16 『大人のはじめてのパンづくり』→ 参加者8名

・9/26『舞鶴湾に浮かぶ蛇島 
　　　　　　~日本一の蓮歌師里村紹巴がここに来た~』→ 参加者 12名

・10/29『ハーブ＆スパイスについて学びます』→ 参加者 5名

・12/10『はじめてのそば打ち教室』→ 参加者 12名

・2/4『原木しいたけ作り』→ 参加者 19名

▼ その他 ▼

・大浦いきいきセミナー → 参加者 93名

・大浦ふれあいサンデー → 参加者 約300名

・大浦会館定期講座、他

たくさんの方に大浦会館を
ご利用いただきました！
ありがとうございました‼

坂本センター所長 川崎館長 河合

はじめての
そば打ち教室

原木しいたけづくり

親子パン教室
（３月）

親子でボイトレ

2025年度

大浦会館事業報告

【スタッフ似顔絵】
大浦小学校(６年)  井上朝日さん作



大浦にこんな歴史が・・・ 次号へつづく・・・

■ 海辺に残る独自の祈りの形「両墓制」（野原） 日々の暮らしだけでなく、ご先祖様への祈りの形に
も、大浦ならではの風習がありました。野原（のはら）では、諸説あるようですが、昭和50年代の初め
頃まで「両墓制（りょうぼせい）」という全国的にも珍しいお墓の風習が続いていました。 これは、ご
遺体を埋葬する「埋め墓（ミハカ）」と、お参りをするための「参り墓」を別々に設けるというもので
す。
　　　　　　　　　　　　　野原では、海岸の砂浜が途切れて丸石の磯になるあたりにミハカが
　　　　　　　　　　　　　あり、そこには自然石に三角などの家印が刻まれていました。そして参
　　　　　　　　　　　　　り墓は、瑞雲寺の裏山に設けられていたそうです。厳しい自然環境のな
　　　　　　　　　　　　　かで生きる海辺の人々が、独自の死生観と先祖供養の形を大切に守り継
　　　　　　　　　　　　　いできた貴重な歴史と言えます。村々は決して孤立していたわけではな
　　　　　　　　　　　　　く、信仰を通じて互いに助け 合い、独自の文化を育んできたのですね。 

信仰と暮らしの交差点 〜お寺と村の深いつながり〜
前回は、大浦に眠る壮大な神話や高貴な人々の伝説をご紹介しました。第3回となる今回は、日々の暮
らしのなかで大切にされてきた「信仰」にスポットを当て、お寺と人々の深いつながりや、村を越えた
絆のエピソードをご紹介します。

■ 山を越えた仁王像の数奇な運命（観音寺・三浜・小橋） 観音寺（か
んのんじ）にはかつて、二対（4体）もの仁王像があったという不思議
な記録が残っています。なぜ同じお寺に仁王像が4体もあったのでしょ
うか？ 実はそこには、村を越えたドラマがありました。もともと小橋
や三浜の南の山中（現在の空山あたり）には「永源山徳雲寺」という
お寺がありましたが、建久2年（1191年）に大火で焼失してしまいま
す。この時、燃え盛る炎の中から助け出された徳雲寺の仁王像が、な
んと山を越えて観音寺へと運ばれたのです。その後、徳雲寺が再建さ
れることはなく、仁王像はそのまま観音寺に留まることになりまし
た。 さらに後年、宮津の如願寺が仁王像を探していた際、観音寺から
この「余分」の仁王像を譲り、代わりに国清寺（現在の与謝野町）か
ら梵鐘を譲り受けたそうです。仏像や釣鐘を通じて、村や地域を越え
た大きなネットワークがあったことがわかりますね。

■ 大寺院を支えた「牛」の村（室牛） その観音寺は、かつて修験僧を含む多くの僧侶が生活する大
寺院でした。山中にあるお寺で大勢の人が暮らすためには、毎日大量の食料や生活物資を運び上げる
必要があります。 その過酷な運搬作業に「牛」の力を貸し、お寺の暮らしを力強く
下支えしていたのが、室牛の人々だったと伝えられています。
観音寺の繁栄は、近隣の村の人々の献身的な働きが
あってこそのものだったのです。

次回（最終回）は、大浦の原点である「海」と人々の関わりについて、さらに深く掘り下げていき
ます。お楽しみに！



大浦小学校・若浦中学校

地区伝統行事紹介

　2026年4月12日（日）大丹生神社で伝統行事「堂まき」が行われ
ました。
　この行事は、年始に地域で選ばれた伊勢神宮への参拝者が、五
穀豊穣、町内安全などを祈願。その御利益を「あめ」に託して境
内からまき、地区住民に福を分け与えるという行事です。近年は
伊勢神宮へ参拝が無くなり、大丹生神社（山王宮）の御祭神であ
る日吉大社に参拝されています。
　この日は、住民約80人が大丹生神社に参拝。あめを
拾いながら、今年も良い一年となるよう祈りました。

地域の方と交流し色々なことを学んでいます。
今後もご協力、お願いします！

〈若浦中学校〉
野原地区移住ブリトニーさんに

英語でインタビュー

広がる英語の輪！大浦の子どもたちの新しい日常
　最近の大浦では、子どもたちが英語を使い、地域全体で異文化
を楽しむ機会が増えています。

【若浦中学校】地域の魅力を世界へ
　3月、中学生たちが野原に住むアメリカ人のブリトニーさんに
英語でインタビューをしました。大浦の良さを世界に発信するた
め、自分たちの言葉で一生懸命伝えようと頑張っています。

【大浦小学校】遊びの中にも英語が
　4月から、英語を話せる児童が増えて学校生活のあちこちで英
語が飛び交っています。
下校時のじゃんけんも、英語で「ロック（岩）・シザーズ（ハサ
ミ）・ペーパー！（紙）」とかけ声を合わせています。遊びの中
に英語が浸透中。

実は身近な「異文化交流」
日常の中でいろんな国の人と接しているうちに、気づけば「言葉
の壁」への緊張感も減って 子どもも大人も一緒になって、大浦
にいながら世界とつながる。そんな明るくオープンな日常が、今
の大浦に広がっています。

〈大浦小学校〉
英語でじゃんけん



お知らせ

窓口受付時間が変更になりました！
本庁の窓口時間の変更に伴い、大浦会館の窓口時間も変更になっております。ご承知おきください。

窓口受付（9:00〜16:30） 日 月 火 水 木 金 土

証明書発行
（住民票・印鑑証明・戸籍）
※マイナンバーカードをお持ちの方は

　コンビニが便利です

✕

休
館
日

◯ ◯ ◯ ◯ ✕

おむつのゴミ袋 ✕ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

さる追い払いロケット花火 ✕ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

大浦会館今後の自主事業紹介
お知らせ

大浦会館では、今年度も皆さまに楽しんでいただけるような事業を企画しております。
大浦地区の皆さまにはひと足早くイベント内容のチラシを回覧しておりますので、ご興味を持たれた
方は、ご応募お待ちしております。
※申込み開始日等は、毎月の自治会回覧、「広報まいづる」をご覧ください。

5/29(金)

『魚さばき教室』
３枚おろしデビューを全力サポー
トします！

6/24(水)

『おとなのパンづくり』
捏ね、発酵、焼きなど基本から学びま
す。

7/8(水)

『おとなの絵本セラピー』
大人が絵本の読み聞かせを楽しみ、感じたこと
を分かち合うワークショップです。日々の疲れ
をリセット。 忘れていた感情や新しい自分に出
会える、心温まるひとときをお届けします。

対象者
18歳以上

対象者
18歳以上

対象者
18歳以上

7/22(水)

『海辺の生き物観察会』
豊かな森が豊かな海をつくる、森と海
の関係を教わります！

対象者
小学生

夏休み期間は子供向けの企画をして他
にも考えております！
大人向けの企画も今後お知らせしま
す。ぜひ、ご参加ください♪



捏ね・発酵・焼きなどの基本工程を教わります

おうちでおいしいパンを作ってみませんか？

▸場　所：舞鶴市大浦会館（舞鶴市字中田459番地）
▸講　師：『おうちDEぱんや』中山 尚美さん
▸対象者：市内在住18歳以上
▸参加費：1,500 円
▸定　員：8名（先着）
▸持ち物：エプロン、三角巾、食器を拭くふきん
　　　　持ち帰り用タッパー

2026.６.24.(水)  
10:00-13:00

【申込み】
６月12日～6月19日までに大浦会館へお電話で
申込みください。
☎：0773-68-2010　FAX：0773-68-2011
火～土曜日（祝日除く）9:00～16:30

毎日に
“ほんの少し” の
贅沢を



『絵本＝子どものための本」？
大人だからこそ感じる絵本の世界 。ハッとしたり、うるっとしたり絵本
を通じて自分の気持ちを向き合ってみませんか？

いつも誰かのために頑張る
自分のために・・・

絵本でホッと一息

開催日時：2026年７月８日(水)　10:00-11:30

【申込み】
6月11日～7月4日までに大浦会館へお電話ください。
TEL：0773-68-2010　FAX：0773-68-2011　
火～土曜日（祝日を除く）9:00～16:30

絵本セラピーとは？  

大人が絵本の読み聞かせを楽しみ、感じたこ

とを分かち合うワークショップです。 シン

プルな物語と絵の力で、日々の疲れをリセッ

ト。 忘れていた感情や新しい自分に出会え

る、心温まるひとときをお届けします。

場所 舞鶴市大浦会館

絵本セラピー®みさきさん講師

市内在住の18歳以上の方対象

５００円（お茶付）参加費

１０名（先着順）定員



2026年度

おおうら
いきいき
セ   ミ   ナ  ー

■ 場所：舞鶴市大浦会館（ホール）
■ 時間：14:15から１時間半程度

【お問合せ】
舞鶴市大浦会館　9:00〜16:30 　火～土曜日（祝日を除く）　　☎：0773-68-2010

主催：舞鶴市大浦会館　協力：大浦老人クラブ連合会

研修旅行

行き先は９月頃決定予定。
対象：大浦地区の方

歴史講座

ミニ・コンサート

健康講座

相続・遺言書

閉講式

事前申込みはいりません！
60歳以上の方ならどなたでもOK！

大浦にこんな歴史があったん
だ！なるほど、納得！
大浦の新たな魅力を発見でき
るかも・・・。

令和の新ルール「相続登記の
義務化」と、便利な「遺言保
管」を分かりやすく解説。

詳細は９月回覧をご覧くださ
い。

詳細は後日決定。

イスに座って体を動かしま
す。カンタンな動作なので、
おうちでも隙間時間に体を動
かしましょう♪

開講式

いきいき体操


